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南島つれづれの記(その2)一大津波でできた多食問島～一

矢崎清貫.(燃料部)

大津波に関係する多良間島の発詳

ミンナ

宮古群島のなかでもっとも辺郡な島は多良間と水納

島である.この二つの島で多良間村を形成している.

この島は宮古島と石垣島とのほぼ中間にある孤島で

やや宮古島に近い.島は東西8良m南北6kmの楕

円形で珊瑚礁の干瀬にうちあげる白い波頭が周辺の

白い砂浜と福木の濃い緑との配色にはえてエメラル

ドグリｰンの輪につつまれまさに宝石のよう放鳥であ

る.この美しい景観は航空合杜の観光用ポスタｰと

してよく空港でみうける.

多良間島の北方10kmには無人島化してゆく水納島

がある.この島は東西約1.5km南北約700mの孤

島で多良間村の一つの字として現在にいたっているが

人口僅か20名の過疎化のはげしい島である.とくにこ

の島は｢百合若伝説｣(尋常小学校二年生の教科書に出

ていた)があることから有名で多くの知名人が訪れて

いる.

宮古の島々を訪れて久しいがこれほど自然の豊かな

島はないように思う.自然が一はいということは逆

に近代文化の手のとどかない僻地ということにつなカミる

し近代化の毒に染まっていないということになる.

このことが過密化した近代文化に毒された都会人の

オアシスとされつつある理由のように思える.昨年の

夏この島ですごしたがその時同宿した枇空合杜の青年

と話しをしてみた.なんら観光資源のないこの島へ

どのような理由でくるのかと聞くとこの青年は学生

時代に南西諸島の島々を｢ヒッチハイク｣してあるき

その結果この島が一番好きになったという.仕事の関

係で一週間ぐらいの休みがとれれば直行便(もちろ

ん直行便はない東京→那覇はジェット機2時間30分.

那覇→宮古はYS1160分･宮古→多良間小型機20分

月･水･金運航)で来るという.この青年にとっては

明目への活動の泉でありもっとも心身の休まる楽園の

島流のである.別にこれという目的はもたずにただ

｢ボケｰ｣とした時間を過ごせれぱよいようである.

それにしても往復の航空賃が大変でしようと聞くと交

通関係の職員と同じですよという.青年は旅が好きで

東南アジアの小島へよく旅をするそうだがこの島のよ

うな安堵感にはなれないという.この島に滅法ほれ

きっていて1,800止mの遺のりを越えて会いに来た恋人

のようにはしゃいでいる様子は多いに考えさせられる.

たしかに都会の過密と雑踏のなかで人間個々の本

第1図空からみた多良間島北方に永納島がみえる(永積安明氏の沖

縄離島より)
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性との斗いにつかれている人々の心をいやす島としては

最適だと思う.多くの都会人(多くの青年)が人間

の原点を求めて僻地へ旅をしているがその心の奥底に

ある一面をみたような思いがする.筆者自信も僅か

柱滞在期間であったが生涯をつうじての多くの感銘を

うけたしいくつかの思い出が脳裏から消えることはな

いように思える.

｢たらま｣という名称はか放り古くから使われていた

と思われるがその起源ははっきりしないようである.

｢李朝実録｣1479年の漂流談記録にはじめて｢他羅馬｣

という地名の島がのっている.このことからすでにそ

れ以前から｢たまら｣島の名称は固定化していたもの

のように考えられる.現代使用されている多良間とい

う字は比較的現代に狂ってからであってこの漂流談

記録には他羅馬または達刺麻らが引用されておりそ

の後多羅馬をへて多良間となったようである.このよ

うなことは宮古島についても古くは｢密牙古｣とさ

れており｢みやこ｣という語原はすでに!568年頃にあ

ったことが文献にのっている.多良間島に関しての最

初の文献は前述した｢李朝実録｣である.この漂流

記は朝鮮人によるものであって多良間での見聞記が

のっている.それによると｢この島は平坦で山が放

く人家は50余戸言語飲食民俗は大方今郡国島と

同様で材木がなく西表島や伊良部島に取りに行くま

た昆虫には蚊ハエノ･プがいる｣とされている.

この漂流記以後の多良間島は多くの苦難に直面してい

る.なかでも人頭税という重税にたえ島民の郷土へ

の愛着と隣人への共同作業という形式で現在もっと

も美しい郷土を造り上げたのである.その一つは耕

地や防風林の計画的配置であり多面的農業経営である.

ある農家の老人はここでの農業は耕地開発よりも

防風林との斗いであったが現在の農家は耕地開発に

専念して防風林まで破壊して利潤の追求をしているから

そのうちに農業はだめになってしまうとこぼしてい

た･この島の緑の多いことはこのように何世紀かに

まつわる島民のたゆみない防風林への愛情が宮古諸島

のなかでもっとも樹木の多い緑の島を造り上げたので

ある.

島の北西に標高32mの丘があって多良間島で一番高

い丘陵がある.天気のよい目にはかすかに石垣島の

山がみえるという.その高台は石垣遠見台と呼んで

現在植物園兼公園になっている.同じ丘陵の東方には

宮古方面を監視する宮古遠見台がある.そのほかは

殆んど平坦で河川もなく砂質土壌によって被われている.

この島は明治以前は宮古島にある下地村(現在の下

地町)に属し伸餅塩川および水細字の3つの部落より

ミザス

なっていた.この3つの部落にはそれぞれ目差(現

在風に言えば町村の出先支所)カミあってそこで行政カミ

なされていた.明治維新後は改革されて宮古島の平

良村(現在平良市)に移され大正2年2月に平良村よ

り分村してはじめて多良間村としての自治カミ確立され

ている.

宮古の島々は全般を通じていえることだが標高が低

ノバルダケ

く宮古島の野原岳108mが高いほうで多良間島水

納島らは低いグルｰプに入る.このことに関係するの

か多良間島に住民が定着した時期は宮古島に比較して新

しいようである.南西諸島の多くには島の発祥につ

いての伝説が多くある.多良間島に関する伝説は宮

古島周辺のものとかなり異質なものである.

宮古島の場合は天岩戸伝説や高天原伝説らによって

構成されているが多良間島の場合は津波カミ発祥に関

連していて伝説といっても史実に近い一面をもってい

る･r大音ふなぜ一という兄妹があったある目州

第3図多良間島の村落

第4図海洋博からの送りもの従来は20～50トンの船が就航してい

たカ…海洋博のおかげで多良間島へ廻ってきた300トンの船(片

道400円3時間かかる)�
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に出て仕事をしていると南の方から突然大きな波が

おしよせてきた.これを見た二人はあわててウイネ

ｰツヅという丘にかけのぼり波にさらわれようとする

ところをシュガリガギナ(チカラシバ)にしがみついて

ようやく難をのカミれた.周囲を見ると家や村も波に

さらわれてしまってたすかったのは兄妹二人だけであ

った･そこで二人は夫婦のちぎりを結び村の再建

をはかった.最初に生れたのは｢ホウ｣(へび)と

｢バカギサ｣(とかげ)であった.次に｢アスカリ｣

(シャコ貝)と｢フｰ｣(苧麻)を産みそのあとに人

間が生まれた｣(村誌より).このなかで兄妹夫婦と

最近に生まれる物については宮古周辺の島と共通して

いる点が多い.しかし天岩戸伝説や高天原伝説のく

だりとは明らかに異恋り東南アジアｰ帯に伝えられ

る洪水説の一つとみられる.そして現実に明和大津

波という史上四位の大きな被害をうけているだけにむ

しろ伝説というより現実的な史実のように思える.

前にふれた兄妹のインセストはホモ･サピエンスか

ら現代社会を通じてタブｰとされていたようであるが

宮古島ならびに多良間島の発祥には兄妹のインセスト

が共通の伝説として残っていることに多くの疑問を抱く.

類人猿やニホンザルという単元の異なる社会でさえ

母と息子のインセストが多くの場合守られているといわ

れている.しかしこの社会は配偶関係が多様性であ

ることから厳密には断定できないが概して好ましいこ

ととされていないようである.

近代的思考方式でものごとの起原を割り切ってしま

うとするのはたいへん危険であるが南島の多くに

このような伝説が共通して残こっていることには多く

の興味がわく.

この美しい自然の島はただ美しいという親代的な自

然観の動機によってよみがえった島では粗い.人頭

税にはじまる多くの苦しみの狂かに内在した悲惨な

自己防衛への一つの代償として現在の自然が満喫でき

ることを銘記すると左もにその苦難に内在する歴史に

対して仁義をきることが現在に生きるわれわれの責務

のように思えて荏らない.

配所の雑.屠文化

ソテツやアダンの繁る白い砂浜の飛行場に立つここ

カミ多良間空港である.一週間に3日間開く空港である.

｢シマ.チヤビ｣(離島苦)と配所と伝説で有名な島

である.

石灰岩をしきつめた白い遣と家の庭先に咲くブｰゲ

ンビリヤやハイビスカスの原色のコントラストが遠い

南の島へ来たことを認識させてくれる.長い滞在期間

になるとノ･千ビスカスは都会のネオンに見えたり中

年女性の色香を感じさせるが不思議とプ]ゲンビリヤ

には清純なナイｰブな｢みやらび｣(女童)を感じる.

空港に降り立ったのはよいカミ近代社会の代表的一面

をもつ｢タクシ』｣が]会もないのである.｢シマ

チャビ｣の一回戦である.この島の情報は再々の

調査旅行で知っていたつもりであるが車のことに関し

ては伊良部島にさえハイヤｰがあることなので当然こ

の島にもハイヤｰの2～3台はあるものと早合点をして

いたのである.同乗のお客さんは地元の人なのか

それとも知人柱のか何々農業と書いたトラックに分乗

して去って行った.いよいよもって心細くなる.｢シ

マ･チヤビ｣という現実に直面したことをあらためて認

識する.それにしても高密度過剰社会の一員として

何んら不自由のない都会からいいかえれば省力化され

第5図石垣遠目台(積みあげてある石は金部石灰岩である)

第6図遠目台よりみる北酋の樹海(わずかに山の様相を示している)�
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たテクノロジとコンピュｰタライゼｰションの進行し

ている社会から想像もし和い次元の｢トンネル｣の入

口にたっていることを意識せざるをえない.

重い荷物を持っててりかえしの強い白い道を宿舎ま

であるく決心をする.必mの道のりを部落まであるく

ということは大変なアルバイトである.しかし幸

いにも役場の若い青年に声をかけられ覚悟の行進は救

われた.飛行場と部落への足の便は平常だと役場に

あるたった一台のバスが運行しているのであるが筆者

の着いた目にはそのバスが故障していて運行していな

かったとのことであった.

島一番の料理人のオカミサンのいる八千代旅館に落

着く4.5畳の個室である.島には冷房を設備した宿

がないことは知っていたカ;いざこの島へきて発電量の

実情からみて当然のように思える.学校の理科教材が

電力不足によって実験出来恋いという現状ではとても

冷房へ廻す余力はないのが当然である.滞在中知った

のだが冷房の入っているのは郵便局の無線室と診

療所の2カ所だけのようであった.

個室といっても三方は開閉が自由の襖で仕切っであ

って都会人の概念では個室とはいえたものではない.

いわゆる田の字型の家でよく田舎にある旧来の部屋

と同じである.部屋には机と扇風機が置いてある.

筆者の前の部屋にも横の部屋にも先客があるらしい

気をきかして襖を仕切る.先客は襖を平然と開いて

いる.明日からの作業の計画や人夫の手配を役場に

お願いして空港から宿まで同乗してくれた青年に礼を

のべて宿にかえる.さすがに島一番の料理自満だけあ

ってその目の夕食の料理にしたづつみをうつ.東京

の町で食べると何千円がは取られるであろう.それ

にしても魚の生きのよいのと量の多いのには篤いて

しまう.このような料理は滞在中がわること注く連

日の夕食が楽しく多少の｢シマ･チヤビ｣は料理のお

かげで｢イコｰノレ｣になったように思う.料理のこと

を書いたのでついでにのみ水のことを多少つけくわえ

ておく.宮古島は地下水が豊富でのみ水にはことか

かない.しかし水質は悪く長い期間の滞在となると

まずい東京の水を送ってもらいたくなる.多良間島や

水納島の大部分は現在でも天水を飲用している.天

水をのむということは水に急ぐまれた本土の人々にと

ってはよほどのことがないかぎり考えられないことで

ある.したがって天水の味を知っている人も多くは

ないであろうし味のよいものだとは思わ往い人が多い

と思う.しかし筆者の体験では石灰岩のなかをく

ぐってきた地下水より天水の方が何倍かうまいのであ

る.そのことを理由づけるのか多良間島の水道事業

が水源は確保したもののこのんで水道を引くことをし

狂いとのことである.とくに天水は冷蔵庫にいれて

多少冷やしてのむのが最高の味のように思う.本土の

農村地帯をあるくと白壁の蔵の大小によってその家の

資産がわかるというがこの島では天水を貯めておくタ

ンクの大小によって比較されるといわれている.

夕日が西へ沈むのは時差の関係で遅く7時頃になる.

したがって暗く放るのも8時を過ぎてからである.

この時間帯は長期間の滞在者にとっては習慣の上から

手もちぶさたである.

9時ごろ｢オカミサン｣が床を取りに来てくれる.

蒲団は何にするかという突然不撲な質問に会う都

会から来た人は蒲団のほうがよいという.筆者は西

南日本での生活も多少経験があるので｢コザ｣でよい

第7図多良間島の中枢部役場･農協･郵便局その他の出先官庁の機関がある.I

第8図部落の道路樹木が多いことがわかる.�
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ですと答えると不思議な顔をする.

単元の異なる文化圏での夏の一夜は長いものであり

個室文化とか雑居文化とかの比較や思考的な論理でわ

り切れたりするものではない.連日30度を下ることの

知らたい温度計の中で24時間をすごすということは

並大ていのことではない.たった一つの涼を求める扇

風機さえ何ら役にたたないに等しい.とくに密封さ

れた個室とはいかに苦しいものかは経験してはじめて

わかる.たとえ権力や金権や知名度の高い低いとい

う尺度のなかでもとっさに解決できるものではない.

しかしこの問題を解決することは簡易なことである.

個室から雑居へ逆行すればよいのである.ようするに

個人の｢プライバシｰ｣の主張をやめることである.

それにしても密封していた部屋を開放することは

千金にも万金にも相当する.外気の涼しい浜風が暑

くこもった空気を外へ追い出し新鮮な涼風と置きかえ

てくれる･東京ではよく扇風機をつけば恋しにして

ねむると死んでしまうというし事実そのような記事が

目にとまる.しかし筆者のここでの体験では別に

異状がなくごくあたりまえで前の部屋の先生も横

隊の2人の女性客も同じである.その理由としては

夜風といってもおそらく体温に等しい温度ではないか

と思う.したがって異状が起らないもののように考

えられる.それにしても未知の女性の寝姿を公然と

ながめられることは雑居文化からの贈りものと大いに

敬服する.

目中のつかれもあって開放された部屋でのねむりは

心地よいものである.柳田国男がいうように『音は夜

は危険なとき眠りこけ粧い工夫をしていたらしいから

これは名残りともいえるがそれよりも部屋の構造が

あけっひろげて鍵のかかる個室で住いため熟睡がで

きないのだという』.しかし多良間島のような小島に

たれぱよそものが何人滞在しようと警察統計が示す

ように年に1回程度の事件ぐらいしかないことからみ

て外敵を意識することも必要としないしせいぜい他

人様の寝姿や自分白身の寝姿を他人様へ公開すること

であってかえって親しみがわき話題がゆたかになる.

福木の厚い(ゴムの葉に似ている)葉が何んとなく

活気がなく感ずるだけ目の出前の気温は下るのかも知

れない･島全体が緑に被われ部落内に人いるほど密

となる･とくに屋敷垣に植えた福木が多い.この福

木の木垣は台風のときは防風の役目をはたし夏の暑

い目には影をつくり涼風を呼んでくれる.宮古島の裸

にひとしい島々を訪ずれていた筆者にとっては緑の濃

いご島にひとしれず愛着を感じるとともに羨ましくか

つ島の絶へ間ない郷土愛に心うたれる.

夏の夜を一世紀逆行したような感覚のなかですごし

都市で失われていった暗闇のなかに立つ時満天下に輝

く星の美しさはまた格別である.この島には人間の

うしなった暗闇があるし心ゆたかな沈黙とゆたかな

生命の泉をつくりだす瞑想への時間帯があるのである.

よるも11時頃になると島も寝しずまるのか床のな

かで聞く潮騒は幼いころの夢をかきたて古き時代の人

間味豊たかな感情にしたる.暗闇とは反対に島の月の

美しさは一点の濁りのない真空のような空にはえて冴

える.どこからともなく流れてくる蛇三線の音色は

その背幾多有為の人物が配所の月で涙をしぼり恨みを

呑みながら多良間の土と化した人々への葬送曲として

耳のなかにくいこんでくる.

第9図1857年オランダ衛船多良間島高率沖のリｰフに座礁遭難した現場

第1⑪因島の西南方アカダニ原野にそびえる台風機狽1j所

のアンテナ�
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滋

第11図野性のI⊥1羊カ…飛び出てきそうな原野

この島は琉球の政治犯人が流された所だけに多分

に武士的な気風と高度の文化が残こされている.な

かでも｢忠臣神宗根豊見親｣の組踊りは有名である.

この踊りはもともと首里から流人たちによって媒介さ

れた伝統的な原形をたもち今日までうけつがれている.

このほかに多良間のキバッな豊年祭りが有名である.

よく野外をあるいていると小中学の生徒から｢今

日は｣とか｢お早よう御座います｣と声えをかけられ

余りにも突然のことで当方が返事に困ることがあった.

生徒らにしてみれば日常的荏ことなのでごく自然に出

来るようであるカミ当方としては準備がないので大い

に失礼をしたと思っている.しかしよく考えてみる

と本土の田舎でも四･五年前はよく見うけだ風潮で

あったが最近はついぞ見たことがない.このような

習慣の善悪についていうのではないがその根底にある

やさしい心根に有難というとともに先生方のす顔をみ

せていただいたような気がする.

｢イｰストマン｣と竜巻

多良間島と水納島との間には幅10長mの海峡がよこ

たわっている.この幅10kmの海峡は遠い近いとい

う問題ではなく異質荏文化というのか時限の異校る

社会を形成している･島に1歩上陸してみると寂莫

とした空虚な空間が展開しまさに沈黙の春というのか

音の狂い四次元への｢タイムトンネル｣がこの海峡で

ある.

宮古島の離島の多くには船着場(機構)がなく離

島への旅は潮の干満に支配されてしまう.現地の人々

のことばによると｢時間が狂い｣という.10kmの

海峡をへだてている水納島への船も同じである.と

くに!961年集団移住(宮古島大野越)が行なわれてか

ら無人島化してゆく水納島へは勿論通船もなく用

船するほかには島への道はない.朝7時の約束で水納

島に渡る.朝の7時といっても東京の5時30分ぐら

いに相当するのかあたりは薄暗い.東京と宮古島で

は時差が1時間15分だというこであるからそれより

さらに10分ぐらいはうわのせすると約1時間30分の時

差になる.したがってまだ薄暗く夜空にはまだ明け

の明星が美しく光っている.風が強くなるのか夏雲

が尾を引いている.

浜(前泊)におりゆくと船頭はすでに準備に取りか

かっている.1トンにみたない｢サバニ｣(クリ船)

はすでに｢エンジン｣をかけて調子をみている.こん

な小船で未知の海峡をわたるのは動揺と不安を抱く.

機構から見る水納島は僅かにかすんで見乏海もおだ

やかで三角波もみえない.初目としてはまずまず快

調なすべりだしで安堵する.宮古島の離島でも大神

島へはサバニで渡った思い出がある.その時は乗船

者も多くそのうえ船は陸地沿ひにはしることもあって

ここでのサバニとは感覚的に大きなちがいを感じる.

乗船者は良三さんと筆者の2人だけだし陸地を遠く

離れた流れの早い外洋を小1時間もゆられることは

自他ともに船に強い自信を持っていても未知というこ

ともあってなんとなく気がせく.良三さん外洋でエ

ンジンが止まったらどうするかと聞くと流れにまか

せるというどこまで流れて行くのかと聞くと今日

の風と流れでは中国大陸だろうという.生命をあずか

る船だからよく検査してあるから心配無用だという.

それにこの船は一見古く見えるがエンジンは船の割合

に馬力が大きく新品だから心配しなくてもよいという.

それより水納島には機構も突堤もないから海岸近く

にサバニを着けてからは浅い水の中を潮の関係ではか

なり長い距離をざぶざぶあるかなければならないから

準備をしておげよそれに海峡では潮をかぶるから

雨具を着用しろという.こんなに｢ナイ｣ているのに

雨具が必要かねとたずねると外洋へ出るとおもったよ

り波が高いし流れが早いから潮をもろにかぶるという.�
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でも今日はナばらしい天気だから楽に渡れると思っ

ていたよと反答すると良三さんは余りよい顔をしな

い.それは後でわかったことだが筆者が考えたよ

うによい天気だと思っていないらしく不機嫌な顔をし

ている.どのような理由で不機嫌顔をするのかこの

時点ではかいもく見当がつかたかった.しかし船頭の

慣というのがその時すでに帰路の天気を想像していた

かのように思える.

｢サバニ｣は浜を離れ礁湖の中を進む薄暗い海は

油を流したように静かでエンジンの音のみ耳に心地よ

くひびく礁縁を境いにして船は左右にゅれだすこ

んなはずではない沖を見ると白波も見えるし余りに

も外すらと内ずらの変化のはげしさに驚く.

この海峡の恐しさは土地の人々がいう通りけっし

てなまやさしい海峡ではないことが渡ってみて初めて

実感としてうけとめることができる.船のゆれは海

峡の中心よりやや水納身近くでもっともはげしくお

陰で全身ずぶぬれと狂る.それにしても｢サバニ｣

という船は潮をかぶるものだとつくづく思う.しか

しこれだけ流れの早い海峡では当然のことかも知れ

ない･｢サバニ｣は瀬戸内海や内海の洋上を走るこ

ととは本質的に異なりあくまでも外洋である以上潮

をかぶるだけ流れを波を切って進んでいるということ

にもなる.この｢サバニ｣は南西諸島漁民の長い期

間の海への挑戦の結果考案されたもので多くのすぐれ

た面を持っているとのことである.とくに糸満漁法

と｢サバニ｣はきってもきれない船であり｢サバニ｣

と糸満漁夫にかんしては面白い話しがある.

船頭の宮国良三さんは沖縄本島の糸満出身である.

いわゆるイトマナ』(糸満漁夫)で知られた伝統の糸

第13図ラグｰンの中のサンゴ

満漁法をマスタｰした船頭であり漁夫である.かつて

は糸満の漁師たちは｢サバ三｣を漕いで大平洋からイ

ンド洋を越えて地中海まで出かけたらしく｢ナポレオ

ン｣と糸満漁夫との出会いがまことしやかに語られてい

る･それによると昔｢ナポレオン｣が｢エジプト｣

に遠征したときのこと地中海を航行中の｢サバニ｣を

見つけた･｢ナポレオン｣は早速部下にあんた小さ

な船で海を渡っている者は河やっだとたずねた.部

下たちがしらべるとそれは糸満から来た漁夫たちであ

ったからrあれなる勇敢な男たちは｢イｰスマン(東

洋人)でございます｣と答えた.それ以来糸満漁夫

のこと｢イ｣ストマン｣と呼び勇敢であることの象徴

となったという.この話しは観光ガイドから聞いた

ものであるが怒濤逆まく外洋の海を丸太を割り抜い

ただけの貧弱な小船で漁をする海の男たちの実態が

そこにみごとにあらわれているのではあるまいか.ま

ったくたのしくなる話だが一面では真実を語っている

と思う.このことはその目の帰りにいやというほど

に見せつけられた.お陰で今日このように現存す

るのも良三さんのお陰と感謝し｢イ]ストマン｣の実力

に敬意を表したい.何事が起ったかというと海上で

竜巻に追われ紙一重で生命を維持できたからである.

時間でおよそ10分引き上げをずらしていればもろに

竜巻の巻ぞえをうけていたように思う.海峡の中間付

近から天は一転にわかにかき曇り且つぶ大のスコｰ

ルになる.船は4m内外の波頭をけって進む.二階

から船もろとも波の谷へたたきつけられる己れの身体

が船外へ飛ばされたいように船体一部に抱きつく雨が

どうの気分がどうのという暇はないただ一すじに安

全に多良間島へつくことを願う.良三さんも船尾に

すわりこみ必死になって波の様子をみて船を進めてい

る.怒濤逆まく海峡で竜巻に追われて船をあやって

いると本人も感じていないやはり夢中で操作をして

いるのである.前泊の｢ラグｰン｣に入いってはじ

めて竜巻に追われていたことがわかる.それにしても

竜巻というものを目のあたりにみてその巨大なばけ物

の全貌を知ったような気がする.浜に上り水納島を

見ると夏の太陽がサンサンと照りのどかな島が虻の

中に浮かんでいる.

何事もなかったのである.我々を追って来た竜巻は

海峡の水納島よりをゆっくり依然として東進を続けて

いる.竜巻の幅はせい晋い100～200m規模のもので

上空へはおそらく1km弱のうす暗い円柱型の昇竜の

よう放煙突(径20～50m)がうねりながら上昇してい

る.海面は盛上り30～40mの高さまで潮を吹き上げて�
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いる.生れて初めて竜巻という怪物に遭遇して今更

のごとく｢イｰストマン｣の慣と｢イトマナｰ｣の技

量に多くの賛美を送りたい.良三さん海上でこのよ

う祖竜巻に遭遇したらどうするのかねと聞くと｢ナタ｣

を持って竜巻の中心へ切り込むことだという.迷信と

思うが｢イトマナｰ｣の勇敢た一面がうかがわれる.

宮古島で作業をともにした安田さんがよく竜巻の恐ろ

しい話しを聞かしてくれた.それによると竜巻の襲

った跡の惨状は動物の肉が散在してみるに耐えない

という.そして何故に骨が行くえ不明になるのか合

一点がゆカ･なv･とレ･う.

途中何度も船を引返えしてほしいと念じたが船頭

の真剣た顔をみるとそれも言えずただ一すじに安全

航海を神に祈り船べりを強く握りしめて自分の身体を

固定するだけにやっきになっていた.沖離の離島には

安全航海を神に願う風習があっていたる処に祠がある

こともうなずける.水納島の上陸地にも小さた祠が

あって｢イビ｣と｢ハナ｣と呼んでいる.ここでは

航海安全や旅先の幸を祈願する.しかし一般には海

の神は｢トプリ｣の神と呼び海の幸や漁携中の無事を

願う神としてまつられたもので行事としては｢イムウ

プナカ｣がある.水納島の上陸地の祠には上陸する

と先ず最初泡盛を献上し無事に航海が出来たことを神

に感謝することが一つの行事とされている.

船は海岸より200m手前でエンジンを止めてサン

ゴ礁の暗礁の中に水路を求めて竿で岸へ近づける.良

三さんはこれ以上は無理だといって海の中に入る.

まだ海岸までは100m近くある.ずぶぬれの身体で

海に入ることは余り気には柱らない.どの遣同じであ

るからである･早朝の海はかえって気分壮快である､

ただ100㎜近いサンゴ礁のたかをあるくことは時間

がかかることを筆者は八重千瀬のフデ石で約1良mを

3時間かかった経験があることから多少うんざりする.

上陸だけを目的とする直行型の心情であれば100mの

海の中をあるくことはいともないことである.しかし

生きている｢サンゴ礁｣が気の毒に思えてなかなか決

断がつかない.とくに朝目にはえるラング』ンの中

にサンゴ礁は直射目光の屈折に対話するごとくまた格

別な情感にしたるだけの充分な魅力がある.その｢サ

ンゴ礁｣に足場を求めてあるくことは並大抵ではな

い･とくに樹状の｢て一ぷるさんご｣や｢アナタロ

ポラ･フオルベシ｣は要注意である.したがって

なるべく安定のよい足をのせてもいたまない｢はまさ

んご｣らの平坦面を求めて一歩一歩進むことになる.

美しい｢サンゴ礁｣の海や多くの石灰岩の露岩地域を

持つ宮古群島の調査活動には｢ゴツイ｣登山靴やキ

ャラバンシュ』ズよりも軽くて柔らかい地下足袋が非

常に都合がよい.とくに海の中や石灰岩地帯をあるく

にはサンゴ礁をいためないし岩角に靴紐を引かけて

転倒することもなく野外にも地下足袋の底を貫くほど

の竹藪もないし｢ハブ｣もい恋いことから地下足袋

に賛辞をする.何はともあれ目的の島水納島の白砂

に一歩を記することの出来たことに感謝する.

よく繁った福木(丈10m内外)の林の中に北にのび

る一本の道が開けている.この道はR.C畑sONの

“Si1entSp工ig"へ道でもある人影もそして音の放い

現実カミ眼底に展開してくる.筆者の人生という歴史の

租かでこれほど動のない空間を物心ついて知り得たこ

ともない.勿論この島には自転車も自動車もない.

動くものは分校にある船だけであるという.生徒4名

先生3名の小学校がこの島のただ一つの情報交換の場

箪14図海のなかをあるいて地質調査をしている筆者

第15図水納島の上陸地の前にあるイビの拝殿航海安全を祈乃�
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であり役場の出先でもある.島はほとんど平坦で

周辺至る処に福木や松の木の林が見える.まさにゴル

フ場のコｰスのような感じが強い.山地といえるもの

は島の東方にある水納島燈台付近はわずかにその様

相を呈している.しかし標高は8m弱である.人口

僅か20名のこの島には耕地といえる場所はほとんどな

く分校付近に僅かにラテライト質土壌が残っている.

多くの若者は環境の破壊と人心の荒廃との只中にあ

ってまことの豊かさを求めてインドヘ赴く.巡礼

と托鉢と瞑想といっさいの制作いっさいの暴力を放

棄した世界採集文化の世界にまことの豊かさと生

命のいずみを求めている.この水納島にも若い青年

3名が約3か月間島民の1人とし生活し島の記録をと

どめたという語しを紙上で見たことがある.残念なが

らその内容については見ることが出来なかった.し

かしこの島での3ヵ月はおそらく長く感じたであろう

し生涯を通じての｢島の記録｣が彼ら若者の記録と

して生きているように思える.

野性化した山羊の群れ

多良間島の海岸をあるいているとき山羊の大韓の出

合うおそらく20頭内外はいたように思う.野性の山

羊の話しは宮古本島でも以前はよく聞いたし中味と

いう沖縄料理にも何回かありついた思い出がある.し

かし水納島の山羊の群れにはいささか驚かされる.

おそらく100頭内外という数になるものと思う.

この大量の山羊の群れは住民の大部が宮古島へ集団移

住した時期にさかのぼる.移住にとも抜い多少の家

畜が放置されそれが今日のように数を増し耕地を荒し

廻っているものと思うと関係者カミ語している.頭数

などは何頭いるのか皆目見当がついていない.ある

人に聞くと何千というし何百ともいわれている.

しかし水納島2.2た皿2の土地は何千とう数には対応

出来ないであろう.よって多く推察しても百頭と

いうことになるだろうが筆者の感では百頭以内のよう

に思える.家畜としての山羊は女性的校｢イメｰ

ジ｣を受ける動物であるが野性化した山羊は兇徒的

な威圧を感じる.一つの群れは20頭内外のように見

える.それがいくつかの群れに別れて住んでいるよ

うである.よく聞く動物社会は知カと力量の社会と

呼ばれているが野性化した山羊の社会もそれを忠実

に実行しているようにみえる.ボスはかなりの古老

であってもっともよい場所に居をかまえて大ボス

中ボス小ボスらをしたがえているのか1号2号

3号をしたがえているのかそのへんのことは皆目見当

がつかないが.一つの灘の中枢部を形成しているよう

である.その外側には小山羊の群れが出来ており

さらにその外側には城壁の役目とアンテナの役目を

つとめるために活動的た中堅級の山羊の離れが取り巻

いている.何か異状か発生すると中堅級の山羊が中

枢部に報告してボスのお出ましと放る.ボスはア

ンテナの位置まで来て異状が何事であるかを確認して

その時の状況によって行動に移るようである.筆者

が遭遇したボスは中枢部の大形の山羊を前面にして

当方への果敢た攻撃をかけてくる｢ゼエスチャｰ｣を

しきりにやってくれる.その間に小羊を遠くへ逃が

しているのである･それ乏こしても山羊という一般的

にうけとめている概念とこの島でみる野性化された山

羊とのあいだには大きな認識的な｢ギャップ｣があっ

た.沖縄料理の代表的な山羊料理が現在山羊不足で

なかなか手に入らないしかりに手に入いったとしても

高価なものになっていて庶民の口には入らたい.島

第16図山羊の肉よP

魚?方が手り1まやい(くろだい)

第17図水納騎の鳥塚�
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を案内してくれた船頭の良三さんの義父は山羊を取っ

てたべなさいという.しかし野性化した山羊を取る

のは大変なことであるそうである.ハンタｰにたのん

でもなか抵かとれたいしそこで考えたのが漁網を山

羊の通路に張り空罐をたたき網へ追いこむのである.

しかし水納島のように過疎の島では追い込みの人足

が充分では狂いし山羊を殺してまで動物性蛋白を必要

としない.動物性蛋白が必要注らば浜におりればよ

い水深30cm位の処まで体長60cmくらいの魚が

ゆうゆうと泳いでいる.多良間島の普天満港付近の調

査をしている時海辺でオヤジさんとオカミさんが

20m位の網を張り2人で魚を追いこんでいる.筆者

にむかって君も一しょにやらないかという.しかし

胸まで海に入いってさか荏追いをすることも粗いので

ことわると2人で追っていては逃げるのが多くてだ

めだという.山羊の追込みも追手の人数がものをい

うことは勿論であるが魚よりかんのよい山羊をしとめ

ることは大変なことである.

山羊の群の構造はいわゆる重層構造のようにみえる

がrボス｣がオスであるように見うけることから家

父長的なような群れに思える.｢ニホンザル｣のよう

にテリトリｰをかまえおらず一つの地域共同体一同

種の種個体から成りたったコミュニティｰをつくってい

るようである.そうでもしないと百頭内外の山羊が

癖れごとにテリトリ』をかまえられては生きて行ける

空間が余りに挾小なのである.このように家畜化さ

れていた親より生れた山羊が年代とともに野性化して

ゆく傾向では類人猿の群れからニホンザルの群れへの

逆行的な社会機構があるのか山羊から類人猿社会への

模索があるのか多くの興味がわく.

烏塚の眉と百合着物語

水納島の調査は水納島の古老宮国仙助氏の協力をえ

た仙助さんは百合着の伝承者としてしばしば雑誌や

単行本に名前がでてくる.百合着の伝説をここでと

り上げると非常に長くなるのでその概要を記しておく.

百合若伝説は大正年代に生まれた人々には尋常小学校

二年生の教科書で習った覚えがあると思う.

｢百合着の住んでおった島や土地は不明であるが

侍でありその地方では身分が高くかつ剛力であって

すべてのものが特別あつらいのものでなければ使用出来

なかったそのようたこともあって偉人として崇められ

ていた.百合若は豪傑である反面一度起きると七昼

夜起きていて次の七昼夜ねむるという性質があってこ

の性格を逆用されて海に流され目がさめたのが水納島

の海であったという.島は無人島で百合若は水や禽

第18図海岸に打ち上げられる石灰藻(径2mもある)このよ

う柱石灰藻が鳥塚の石に使用されている.

い物に困ったらしい.それでも貝がらを利用して天

水を集め六尺の剣が五寸になるほど貝類を掘り食事

にしていたという.ある日突然自分が飼っておった

愛鳥が飛んできてその足にくくりつけてある自分の愛

妻からの便りをうけとる百合若は自分の血で返事を

かいて鳥にたくしたのである.それからは絶えず

この鳥が行き来をして軽い食物などをはこんできたと

いう.それが当然来る予定の目になっても鳥の姿

が見えない翌朝浜辺をみると待ちわびた愛鳥が流れつ

いて息絶えていたという.百合若は愛鳥の亡骸を

丁重に葬りそこに塚を立ていつもお参りをして悲し

んだということである､(それが現在水納島の鳥塚と

して残っている).百合若は小舟にたすけられ自分

を海へ流した相手を殺しハビｰエンドになるという｣

すじ書カミ百合着大臣の伝承である.

この鳥塚は水納島の数少ない名所の一つにかぞえら

れている.その塚は部落からほど遠くない野辺のア

ダンと松と福木の森の中に淋しく立っている.墓の形

はごく一般に本土で見うける墓石と同じ恰好をしてい

る.その墓の側には厚さ20cm幅50cm長さ60cmた

らずの旧墓石の破片とおぼしきものが残っている.も

とは180cm位の高さをもった欠きたものであったとい

うが恐らく暴風のため倒壊したものを心ある人が再

建したものであろう.現在の鳥塚は文字は一字も読

むことが出来たいしはたして字が｢キザマ｣れていた

のかわからない.塚の比較的下位に波形の模様3～5

本集中しているだけで字らしきものがみとめられたい.

それにしても.かくのごとく立派にそれを再建した人の

心の奥床しさがうかがわれる.墓前には島の習慣に

ならって供物の縄が捧げられている.

宮古の島々では鷹は島の生活における子供社ちの大�
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きな思い出の一つである.鷹にまつわる童話童謡も

数多くある.とくに多良間島には｢タカトイ｣(鷹

とりの意である)といって10月頃｢サシバ｣(鷹の下

種)の緯れがわたってきて夕方に粗ると海岸近くのヤ

ラブ(福木)などに下り羽をやすめるこれをねらっ

てとるのである.林の中の｢サシバ｣がとまりそう

な木をえらんでとまり木をわたし下方の枝を利用し

てかくれ小屋をつくる.

いっぽう細竹の先に｢スニ｣(クロッグ)の葉の骨で

つくった｢ワナ｣をつけこれを小屋の中からとまり木

のところに出しておく｢サシバ｣がとまり木にとまる

と小屋の中から細竹を移動させ｢サシバ｣の首にナ

ワをかげてぐいと引ぱるとサシバは首をしめられ落

ちてくる.これをとらえてヒモで羽や足をしぱりつ

け細竹はふたたびとまり木のところに出しておく.

こうして多いときは10羽以上もとれるとのことであ

る.

この頃になると古くは子供達が｢たかごう｣の歌

をうたったという.

歌詞

たかご一

んにご一

舞いまい

ばがむてど一

ヤｰニヌチャム

クムイヌチャム

うわがや一や

いだが

多良間ぬ

ばいばたぬ

ゆすき一ぬ

み～んど

巣やつふい

び一うい

び一うい

意訳

たかよ

鷹の群れよ

舞え舞え

みんな俺のものだ

(勝子)

(勝子)

おまえの家は

とこだ

多良間の

南の方の

薄の

中に

巣をつくり

住んでいるのだ

挫.っているのだ

(多良間村誌より)

以上は子供の年中行事の一コマのスナップである.

｢サシバ｣のとりかたと子供らの｢たかごう｣にまつ

わるわらべ歌であるが何んともいえ狂い自然への純朴

放心情と自然に対する情感がうかがわれる.

とくに｢サシバ｣の群れは人口の少校い水納島に

多く翼を休めてシベリヤや南洋の島々へわたってい

たものであろう.群れをなして渡る鷹のうちには老

衰したものや病弱のもいて憐れな姿を浜辺にさらす

ことも少なく恋かったであろう.そして子供達の年

ノ

中行事とたっている｢タカトイ｣の犠牲となってゆく多

くの鷹に何人も一掬の涙をながしたものであろう.

そのことが水納高の鷹の墓(鳥塚)となり島人が鷹

への供養として建てられたものでその動機カミかたらず

しも百合若伝説と結びつきはないように思える.もっ

ともと百合若は九州豊後カミ故郷ということに狙ってい

ることから地理的にも海流の流れからみてもかな

り故意的柱結びつきが考えられる.それにしても鳥

塚と百合若伝説を結びつけた演出家の造詣の深さに感じ

ている.この百合若伝説は九州と水納島だけにあっ

て沖縄本高や宮古島にはない.

仙助さんに案内していただきつぶさに鳥塚をみるこ

とが出来た.仙助さんは彼なりに鳥塚の石を筆者に

同定してもらいたいという野心もあったようである.

案のじよう鳥塚の石はどこの石かという質問になる.

一見したところ石垣島の片岩があるいは安山岩類か

柱と思う.いずれにせよ書11ってみないと観別出来校

いというと持ってみた宇という背丈70cm内外の長

方形の塚石を持ち上げてみると軽がると持ちあげられ

る.まさに浮石同様でみた目は｢コケ｣むして字も

判読できないほど古い感じをうけるが実際はとんでも

狂い｢イカサマ｣石である.これでは風速何10mと

いう台風がくればどこかへ飛んで行くこともなっとく

がゆく.それにつけても180cmの石柱をかりに石

垣島から運搬して来ても突堤も桟橋も狂いこの島へ陸

上げすることは容易ではない.それが何世紀か前

のこととなれば恋おさら困難なことである.筆者のう

かつさに気がつく.鳥塚には申訳けがないが倒して

よくみると何んのことはない現在も多くの海岸に打上

げられている｢石灰藻｣の一部分で現生のもので

ある.校るほどこれでは｢ケズリハンマｰ｣∵つで

石柱をつくるのもぞうさがないし｢コケ｣むすのも余

り時間を必要としない.石柱の比較的下部に見られた

波形の模様は｢石灰藻｣それ自体のものであり字は

消えたというが最初から｢キサン｣でないように思える.

島を離れる時仙助さんは本土で問題になっている原

子力船｢むつ｣でも発電所でも石油コンビナｰトで

もよい本土でじゃまになる企業は何んでもよいから

この島へ来てほしいと筆者にいわれた.あと2年でこ

の島は自動的に無人島になりますといわれた知念先生

も自分の生まれ育った島に対して多くの感慨こめてめ

言葉がいつまでも筆者の心のどこかにしみついている.

鳥塚と百合若伝説がどのよう狂動機によって結びつ

いたかその背景には故意的な一面もあるように思える

が沈黙した平和の小島にふさわしい伝説でありすえ

長く伝えてほしいものである.�


